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歳出

民生費
41.2%

79 億 4,636 万 2 千円

公債費
7.0%

13 億 4,646 万 1 千円

教育費
10.1%

19 億 5,160 万 5 千円

総務費
13.9%

26 億 7,463 万 8 千円

衛生費
10.3%

19 億 9,516 万 8 千円

土木費
8.4%

16 億 2,681 万 2 千円

消防費
4.9%

9 億 4,157 万 1 千円

商工費など
4.2%

8 億 738 万 3 千円

地方交付税
15.8%

30 億 5,000 万円

市税
36.5%

70 億 4,643 万 6 千円

国・県からの補助金など
23.2%

44 億 8,476 万 7 千円

市債
5.0%

9 億 6,250 万円

使用料・手数料、基金取崩しなど
10.2%

19 億 7,119 万 7 千円

国・県からの交付金
9.3%

17 億 7,510 万円

歳入

会 計 名 予 算 額
国民健康保険特別会計 54 億 5,845 万 9 千円
後期高齢者医療特別会計 9億 9,204 万 7 千円
介 護 保 険 特 別 会 計 46 億 3,907 万 4 千円
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 3 億 4,841 万 3 千円

合 計 114 億 3,799 万 3 千円

会計名・科目名 予 算 額

水
道
事
業
会
計

収益的
収 支

収入 11 億 318 万 8 千円
支出 10 億 8,706 万 2 千円

資本的
収 支

収入 2億 1,744 万 4 千円
支出 5億 5,269 万 3 千円

支 出 合 計 16 億 3,975 万 5 千円
公
共
下
水
道
事
業
会
計

収益的
収 支

収入 7億 3,913 万 6 千円
支出 7億 3,220 万 6 千円

資本的
収 支

収入 7億 5,697 万 5 千円
支出 8億 5,221 万 6 千円

支 出 合 計 15 億 8,442 万 2 千円
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

収益的
収 支

収入 3,785 万 6 千円
支出 3,936 万 8 千円

資本的
収 支

収入 2,011 万 9 千円
支出 2,111 万 9 千円

支 出 合 計 6,048 万 7 千円

特別会計など（147 億 2,265 万 7 千円） <対前年度比 1.1％減 >

▼特別会計
　特定の収入を特定の目的のために使う場合など、一般
会計と経理を区別するために設置する会計　

▼企業会計
　特別会計のうち、料金収入などでサービスを行
う、企業的性格の強い会計

問合せ　一般会計・特別会計について　　　　　　　　　　　　財政課☎(43)1111 内線 252
　　　　水道事業会計について　　　　　　　　　　　　　　　水道管理課☎(48)0050
　　　　公共下水道事業会計・農業集落排水事業会計について　下水道課☎(47)3340

一般会計（192 億 9,000 万円）　<対前年度比 12.4％増 >

上段：科目名
中段：構成比
下段：予算額

令和 7年度
幸手市の予算

　令和 7 年度予算が令和 7 年第 1 回市議会定例会で可
決され成立しました。ここでは、みなさんに納めてい
ただく市税や国・県からの収入などの使いみちについ
てお知らせします。

※資本的収支の収入と支出の差額については、
内部留保資金などにより補てんされます。

一般会計 特別会計など当初予算額の推移
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　市では、詳細な財政状況を把握し、計画的な財政運営を行うため、企業会計的手法を取り入れた令和 5 年度
版連結財務書類を作成し、市ホームページで公開しています。

▼全国重点
　①子どもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境の確保と正しい横断方法の実践
　②歩行者優先意識の徹底とながら運転などの根絶やシートベルト・チャイルドシートの適切な使用の促進
　③自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守の徹底

▼埼玉県重点
　①自転車乗車時のヘルメット着用推進と交通ルールの遵守
　②横断歩道における歩行者優先の徹底

　小学生の交通事故の特徴は、低学年が半数近く、午後 2 時から 6 時までの下校中や放課後の時間帯に子
どもの飛び出しが原因で発生している傾向にあります。見通しの悪い交差点や建物の出入口付近での飛び
出し、走行中、停車中の車の直前直後の横断にご注意ください。
　小学校低学年の行動範囲は、学校や公園など自宅近くが中心で、自宅から 1 ㎞以内で交通事故が多く発
生しています。また、5月から 6月にかけて急増するため、学校生活に慣れてきた頃も注意が必要です。
　県内の昨年の自転車乗車中の交通死亡事故は 19 件で、うちヘルメット着用者は 3 人でした。また、依然
として交通事故死者数のうち、年齢別では高齢者、状態別では歩行者が占める割合が高くなっています。
　こうした状況を踏まえて、「自転車乗車時のヘルメット着用推進」「横断歩道における歩行者優先の徹底」
を重点として交通安全思想の普及・浸透を図るため、交通安全運動を実施します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　     問合せ　幸手警察署☎(42)0110、くらし防災課☎(43)1111 内線 587

人も車も自転車も　安心・安全　埼玉県 春の全国交通安全運動
4月 6日（日） から 15 日（火）までの 10 日間

春の全国交通安全運動キャンペーン
　　　　　　　　　　　　　　出発式
　日時　4月 6日（日）午後 1時から　
　場所　ジョイフル本田　幸手店

ランドセルカバーの寄贈を受けました　

　2 月 18 日（火）に幸手地方交通安全協会から、市教
育委員会にランドセルカバーが贈呈されました。
　このランドセルカバーは、令和 7 年度の新 1 年生
に配布されます。

交通事故ゼロ校表彰
　令和6年中の交通事故がゼロであっ
た権現堂川小学校、上高野小学校、
吉田小学校、八代小学校、行幸小学校、
長倉小学校、さかえ小学校、さくら
小学校、西中学校の小学校 8 校、中
学校 1 校が、市と幸手警察署から表
彰されました。
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